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Errata

下 記 論 文 に誤 りが あ りま し た の で,こ こ に エ ラ ー タ を掲 載 い た し ます 。 関 係 各 位 に ご迷 惑 を おか け し ま し た こ とを

深 くお詫 び い た し ます 。

西 野 武 志,他2名:新 規 エ ス テ ル 型 経 口用cephem,S-1108のin vitroお よ びin vivo抗 菌 作 用 につ い て。Chemo-

therapy Vol.41(S-1):50～75,1993
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要旨の25行 目 ↓

右 段 上 か ら14行 目

右 段 上 か ら16行 目

右 段 上 か ら16～17行 目

Table 15に 記 載 さ れ て い るBMY-

28100のED50値

Table 15に 記 載 さ れ て い るBMY-

28100の95% confidence limits

右 段 上 か ら4行 目

誤

CFTM-PIと 同 程 度

3.62mg/mouse

CFTM-PIで

CCL,BMY-28100に 比 べ

3.63mg/mouse

(0.0241～3.85)

CFTM-PIと 同 程 度

正

CFTM-PIお よ びBMY-28100と

同程 度

0.317mg/mouse

CFTM-PIお よ びBMY-28100で

CCLに 比 べ

0.317mg/mouse

(not calculated)

CFTM-PIお よ びBMY-28100と

同 程 度

三 和秀 明,他3名:新 規 エ ス テ ル 型 経 口 セ フ ェム 剤,S-1108のin vivo抗 菌 作 用 。Chemotherapy Vol.41(S-1):

94～101,1993
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要旨の16行 目 ↓

左 段 上 か ら24～26行 目

左 段 上 か ら10行 目

左 段 上 か ら11行 目

左 段 上 か ら13行 目

Fig.1に 記 載 され て い る

S-1108のED50値

Fig.1に 記 載 され て い る

S-1108の95% confidence limits

Fig.1に 記 載 され て い る

CFTM-PIのED50値

Fig.1に 記 載 さ れ て い る

CFTM-PIの95% confidence limits

Fig.1に 記 載 さ れ て い る

CCLのED50値

Fig.1に 記 載 さ れ て い る

CCLの95% confidence limits

左 段 上 か ら1行 目

右 段 下 か ら8行 目

誤

AMPC>CCL

薬剤非投与群の平均膿瘍面

積を基にして薬剤投与群の

膿瘍形成阻止率 を求め,各

投与群の阻止率

この膿瘍形成阻止率より求

めた

5.99mg/kg

10倍 および17倍

5.99

1.50～13.7

39.7

14.1～303

62.8

-

12倍

7～10倍

正

AMPC≧CCL

薬剤投与群の膿瘍面積が薬剤非投

与群の平均膿瘍面積の50%未 満の

場合を有効 とし,各 投与群の有効

率

削除

2.27mg/kg

25倍 お よ び44倍

2.27

0.78～4.02

16.6

-

56.9

24.9～611

6倍

7～25倍
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100

Fig.3に 記 載 され て い る

CCLのED50値

Fig.3に 記 載 され て い る

CCLの95% confidence limits

15.0

8.17～42.9

7.66

3.71～15.3


